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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
友田正彦

イラン 29.4.15～4.21 木製文化財の虫害に関するワークショップの実施 コ02小峰幸夫
山田大樹
前川佳文 イタリア 29.4.19～4.28 ミャンマー及びトルコ事業に関する打ち合わせ コ03

山田大樹 イラン 29.4.21～4.28 イランの歴史的都市及び集落の開発と保存に関す
る調査 科研費

増渕麻里耶 トルコ 29.5.8～5.16 出 土 鉄 製 品 ・ 製 鉄 関 連 遺 物 の 調 査 科研費
友田正彦

ミャンマー 29.5.17～5.25 バガンの被災文化遺産建造物の保存・修復に向けた
現地調査 （ 構 造 モニタリング 、 材 料 実 験 及び 構 法 調 査 ） 

受託
（文化庁　ミャンマー）金善旭

マルティネス
アレハンドロ ブータン 29.5.29～6.5  版 築 造古民家 建 造 物 の調 査 科研費

友田正彦
ネパール

29.5.29～6.7 ハヌマンドカ王宮内 被 災 文 化 遺 産建造物の修復に
向けた  調 査 （建造物調査、発掘調査ほか）

受託
（文化庁　ネパール）金善旭

間舎裕生 29.5.29 ～ 6.24
マルティネス
アレハンドロ フランス 29.6.5 ～ 6.10 災 害 後 の 文 化 遺 産 リ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン の 事 例 集 

作 成 準 備 打 合 せ へ の 参 加 
先方負担

（九州大学）
加藤雅人

キューバ 29.6.5 ～ 6.10 日 本 文 化 財 の所在及びその保存に係る現況・支援
ニーズ等の調 査 コ04江村知子

五木田まきは
山村みどり エルサレム 29.6.10 ～ 6.15 書籍『1989 年以降日本の現代美術』の研究発表 科研費

山田大樹 ネパール 29.6.10 ～ 6.27
ハヌマンドカ王宮内 被 災 文 化 遺 産建造物の修復に向
けた  調 査（建造物調査）及びカトマンズ盆地内の歴史
的集落保全制度確立に向けた調査（空間把握調査ほか）

受託
（文化庁　ネパール）

朽津信明
台湾 29.6.12～6.14 被 災 遺 構 の 保 存 に 関 す る 調 査 ホ04

森井順之

前川佳文
トルコ

29.6.12～6.24
壁 画 の 保 存 状 態 ・ 保 全 管 理 に 関 す る 現 地 調 査 

受託
（文化庁　トルコ）

増渕麻里耶
中山俊介 29.6.13 ～ 6.19 コ03
友田正彦

カンボジア 29.6.19～6.24 アンコール遺跡保存国 際 調 整 委員会技 術 会合へ の 
出 席 コ02

安倍雅史
山村みどり フランス 29.6.24～7.6 書籍『1989 年以降日本の現代美術』の研究発表 科研費
二神葉子

ポーランド 29.7.1～7.14 第 41 回世 界 遺 産 委 員 会 への出席 コ01
境野飛鳥
五木田まきは

ドイツ
29.7.2～7.17 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「紙本・絹本文化財の保存と修復」 

開 催 コ05
元喜載
後藤里架
加藤雅人 29.7.3 ～ 7.15

１
……職
員
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職員の海外渡航
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
中山俊介 ドイツ

ポーランド 29.7.5 ～ 7.12 国 際 研 修 視 察 及び 世 界 遺 産 委 員 会 への出席 所長裁量
（世界遺産）亀井伸雄

金善旭 ミャンマー 29.7.7～7.19 バガンの被災文化遺産建造物の保存・修復に向け
た現地調査 （ 構 造 モニタリング 、 生産技術 調 査 ） 

受託
（文化庁　ミャンマー）

前川佳文

ミャンマー

29.7.7～7.31

ミ ャ ン マ ー ・ バ ガ ン 寺 院 壁 画 の 保 護 に 係 る 現 地 調 
査 コ03

増渕麻里耶 29.7.10～7.19
鴫原由美 29.7.10～7.22
中山俊介 29.7.15～7.19
マルティネス
アレハンドロ

カンボジア

29.7.15 ～ 7.22

アンコール・タネイ寺院保存整備のための発掘及
び危険個所調査等

コ02安倍雅史 29.7.15 ～ 7.31

友田正彦 29.7.20 ～ 7.27

山梨絵美子 29.7.20 ～ 7.24 一般管理費
久保田裕道

ネパール 29.7.19 ～ 7.24 ネ パ ー ル の 被 災 文 化 遺 産 保 護 に 関 す る 調 査 受託
（文化庁　ネパール）伊藤純

小野真由美 アメリカ 29.7.21～7.25 科 研 に 関する 作 品 調 査 科研費
マルティネス
アレハンドロ

ウクライナ
ポーランド 29.7.25～8.5 ウクライナとポーランドの木造教会堂の保存、維

持管理方法についての調査
先方負担

（筑波大学）
山村みどり シンガポール 29.7.28～8.1 書籍『1989年以降日本の現代美術』の研究発表 科研費
中山俊介

台湾

29.8.7～8.12

ワ ー ク シ ョ ッ プ 「染織品の保存と修復」開 催 コ05

小田桃子 29.8.7～8.18
菊池理予 29.8.8～8.11
五木田まきは

29.8.8～8.18
後藤里架
加藤雅人 29.8.13～8.18
菊池理予 29.8.14 ～ 8.18
小林公治 中国 29.8.11～8.19 中 国 国 内所在 螺 鈿 漆 器 類 の 調 査 科研費
森井順之 ネパール 29.8.13 ～ 8.19 組 積 造 建 造 物 の 常 時 微 動 調 査 科研費
亀井伸雄

ブータン 29.8.18～8.27 版築造古民家建造物の調査 科研費友田正彦
マルティネス
アレハンドロ

山田大樹 イラン 29.8.19 ～ 8.25 イランの歴史的都市及び集落の開発と保全に関す
る調査 科研費

江村知子 ポーランド 29.8.19～8.26 ＩＦＬＡ国際図書館連盟世界大会参加 シ06
中山俊介

台湾 29.8.19～8.27 鉄 構 造 物 の 保 存 と 修 理 に 関 す る 調 査 ホ06
北河大次郎
石田真弥
山府木碧

石村智 ミクロネシア
連邦 29.8.20～8.28 スカイスケープ科研の調査 先方負担

（南山大学・科研費）

森井順之 中国 29.8.23～8.26 2017 上海国際文化遺産シンポジウム ホ04

５
……研
究
交
流
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費

小林公治 韓国 29.8.31～9.3 Lee ＆ Won 財団主催第10 回国際学術講演会講演
及び関連行事参加

先方負担（財団
法人 Lee ＆ Won）

早川典子 デンマーク 29.9.3～9.9 I C O M - C C に お け る 発 表 科研費
間舎裕生

アルメニア
29.9.4～9.23 保存修復研修 ｢ 染 織 芸 術 と 保 存―過 去 と 現 在 を 結 

ぶ ｣  の開 催 
コ02

山梨絵美子 29.9.17～9.23 一般管理費

前原恵美 ドイツ 29.9.5～9.8 日独会議に出席するため 先方負担（ベルリン
日独センター）

山田大樹 ネパール 29.9.6～9.14 カ ト マ ン ズ 盆 地 内 歴 史 的 集 落 調 査 及び 現 地 行 政 官 
と の 会 議 等

受託
（文化庁　ネパール）

橘川英規 ノルウェー 29.9.12～9.18 2 0 1 7   E A J R S   C O N F E R E N C E へ の 参 加 所長裁量（オスロ）

前川佳文 イタリア 29.9.13～9.29 壁画保存修復新技法開発に向けた現地調査 科研費
友田正彦

ミャンマー 29.9.17 ～ 9.25
バガンの被災文化遺産建造物の保存・修復に向けた
現地調査 （ 構 造モニタリング 、 技法 調 査、試料採取、
材料実験打合せ等 ） 

受託
（文化庁　ミャンマー）

アレハンドロ
マルティネス
金善旭
川野邊渉 イタリア 29.9.19～9.24 I C C R O M 理 事 会 出 席 の た め 先方負担（文化庁）
石村智 フィジー 29.9.23～10.3 I R C I が 実 施 す る 現 地 調 査 へ の 協 力 先方負担（ＩＲCＩ）

山梨絵美子 台湾 29.10.5～10.9 国際シンポジウム「日本近代洋画の醸成と発展」
に講師として参加するため

先方負担（国立
台北教育大学）

山田大樹 ロシア 29.10.10～10.17 歴史的都市の保全と開発に関する国 際 会 議 への参
加・発表 科研費

北河大次郎 イギリス 29.10.11～10.21 英 国 に お け る 鉄 構 造 物 事 例 調 査 ホ06
アレハンドロ
マルティネス フランス 29.10.15～10.19 イコモス・リコンストラクション WG 打合せ 先方負担

（九州大学）
増渕麻里耶 韓国 29.10.16～10.19 冶金考古学国際会議（BUMA-IX）への参加 科研費

小林公治

デンマーク
スウェーデン

イタリア
UAE

29.10.16～10.27 各国内に所在する螺鈿ほかの調査 科研費

中山俊介

トルコ
29.10.25 ～ 11.1 カッパドキアにおける壁画保存管理に関する研修

現地視察他 コ03
安川政和
増渕麻里耶 29.10.25～11.4 壁 画 保 全 管 理 状 況 調 査 と 壁 画 保 存 の た め の 研 修 の 

実 施
受託

（文化庁　トルコ）前川佳文 29.10.26～11.4
山田大樹

ネパール
29.10.29～11.10

ハヌマンドカ王宮内アガンチェン寺修復に向けた
建造物調査ほか

受託
（文化庁　ネパール）友田正彦

29.10.31～11.7
金善旭
境野飛鳥 フランス 29.11.13～11.17 第 21 回世界遺産締約国会議への出席 コ01

二神葉子 イタリア
フランス 29.11.13～11.19 文化財防災に関する聞き取り調査、第 21 回世界

遺産締約国会議への出席 科研費／コ01

亀井伸雄
ドイツ 29.11.18～11.23 漆のワークショップに関する現地視察 所長裁量

（ケルン）中山俊介

間舎裕生 ネパール 29.11.20～11.26 ハヌマンドカ王宮内シヴァ寺出土遺物の整理作業 受託
（文化庁　ネパール）

職員の海外渡航
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
金善旭

ミャンマー
29.11.25～11.29 バガンの被災文化遺産建造物の保存・修復に向け

た現地調査 （ 構 造モニタリング 、 技法 調 査 ） 
受託

（文化庁　ミャンマー）友田正彦 29.11.25～11.30
川野邊渉

イタリア
29.11.27～12.4

I C C R O M 総会 への出 席 

先方負担（文化庁）
境野飛鳥

コ01
西和彦

29.11.28 ～ 12.3
外間尹隆 一般管理費
安倍雅史

カンボジア

29.11.27～12.11

タネイ寺院ほかアンコール遺跡群における調査

コ02マルティネス
アレハンドロ 29.11.28～12.7

中山俊介
29.11.29～12.4 一般管理費亀井伸雄

中村恵
友田正彦 29.12.2～12.7 コ02
石村智

韓国 29.12.3～12.10 ユネスコ無形文化遺産保護条約第 12 回政府間委
員会に出席するため ム05前原恵美

二神葉子
山田大樹 イラン 29.12.5 ～ 12.12 日本イラン建築・都市会議に関する打合せ 科研費
中山俊介

ミャンマー 29.12.6 ～ 12.10 バガン漆芸術大学との協議、現地調査 コ03早川典子
倉島玲央
マルティネス
アレハンドロ インド 29.12.8 ～ 12.17 イコモス総会への参加・発表 所長裁量

（イコモス）
友田正彦 カンボジア 29.12.12 ～ 12.16 アンコール遺跡保存国際調整委員会会合への出席 コ 02
安倍雅史 イラン 29.12.13 ～ 12.22 ホルマンガン遺跡出土石器資料と動物骨資料の分析 科研費
石村智 タイ 29.12.18 ～ 12.22 クメール遺跡の調査 科研費

前川佳文 エジプト 29.12.21～30.1.1 新王国時代岩窟墓内に描かれた壁画の保存修復事
前調査及び壁画損傷個所の応急処置 科研費

山田大樹
ネパール

29.12.23 ～ 12.28 歴史的集落保全に関する自治体フォーラムへの出席
及びアガンチェン寺周辺修復工事に関する打合せ等

受託
（文化庁　ネパール）友田正彦 29.12.25 ～ 12.28

森井順之 ネパール 29.12.24 ～ 12.28 歴史的建造物の地震計測 科研費
安倍雅史

バーレーン
30.1.6 ～ 1.31

ワーディー・アッ＝サイル古墳群の調査発掘 科研費
間舎裕生 30.1.24 ～ 2.12
二神葉子 モンゴル 30.1.7 ～ 1.10 世界遺産範囲拡張に関する情報交換 科研費

石村智 台湾 30.1.7 ～ 1.10 シンポジウム参加 先方負担
（台湾中央研究院）

鴫原由美
ミャンマー

30.1.23 ～ 2.3
ミャンマー・バガン寺院壁画の保護に係る現地調査 コ03

前川佳文 30.1.23 ～ 2.13
石村智 フィリピン 30.1.24 ～ 2.1 IRCI による現地調査 先方負担（ＩＲCＩ）
マルティネス
アレハンドロ フランス 30.1.28 ～ 2.1 イコモス　リコンストラクションワークショップ

への参加
先方負担

（九州大学）

山田大樹 ネパール 30.1.31 ～ 2.8 ハヌマンドカ王宮内 被 災 文 化 遺 産建造物の修復に
向けた  調 査（建造物調査）

受託
（文化庁　ネパール）

５
……研
究
交
流
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氏　　名 渡　航　先 期　　間 目　　　　　　　的 経　　　費
加藤雅人

メキシコ 30.2.6 ～ 2.9 国際研修「ラテンアメリカにおける紙の保存と修
復」に係る会議 コ05五木田まきは

元喜載
マルティネス
アレハンドロ ミャンマー 30.2.8 ～ 2.12 バガンの被災文化遺産建造物の保存・修復に向け

た現地調査 （ 構 造モニタリング 、 技法 調 査 ） 
受託

（文化庁　ミャンマー）

塩谷純
イギリス 30.2.13 ～ 2.17

日本の文化財研究に関する外国語文献入力の進捗
状況とこれを反映した東京文化財研究所の総合検
索における運用評価に関する協議会ならびに講演

シ01安永拓世
小山田智寛
久保田裕道

ネパール 30.2.13 ～ 2.20 カトマンズ盆地内歴史的集落調査及び現地行政官
との会議

受託
（文化庁　ネパール）伊藤純

橘川英規 アメリカ 30.2.19 ～ 2.25 UCLA ヨシダヨシエアーカイブ調査、担当者等と
の研究協議ほか シ03

前川佳文 イタリア
エジプト 30.2.24 ～ 3.13 壁画保存修復新技法開発に向けた現地調査 科研費／先方負担

（デカン大学）

友田正彦 ネパール 30.2.24 ～ 2.28 ハヌマンドカ王宮内アガンチェン寺修復方針協議
会への出席及び建造物調査

受託
（文化庁　ネパール）

江村知子 アメリカ 30.2.25 ～ 3.5 ARLIS/NA 参加、作品調査 科研費

北河大次郎 台湾 30.3.1 ～ 3.4 台湾に所在する近代の産業遺産の保存と活用に関
する調査

先方負担
（京都女子大）

牧野真理子 レバノン 30.3.2 ～ 3.10 シリア人文化財関係者研修事業「シルクロードが
結ぶ友情プロジェクト」への協力

先方負担
（奈良県立橿原

考古学研究所）

安倍雅史 カンボジア
インド 30.3.7 ～ 3.19 タネイ遺跡における発掘調査及び南アジア考古学

会国際会議への参加 コ02 ／先方負担

友田正彦

ブータン
30.3.8 ～ 3.15

伝統民家保存に関するワークショップの開催ほか コ02マルティネス
アレハンドロ
亀井伸雄 30.3.11 ～ 3.15
小田切真梨

イギリス 30.3.12 ～ 3.15 国際研修開催協力に係る会議
一般管理費

加藤雅人 コ05
江村知子 アメリカ 30.3.12 ～ 3.16 作品調査及び研究情報収集 科研費
間舎裕生 カンボジア 30.3.12 ～ 3.23 タネイ遺跡における発掘調査及び測量作業 コ02
元喜載

ドイツ
30.3.24 ～ 3.28

作品調査及び会議 コ04小田桃子
加藤雅人 30.3.25 ～ 3.28

山田大樹 ネパール 30.3.24 ～ 3.30 ハヌマンドカ王宮内アガンチェン寺周辺建築群の
歴史的変遷に関する調査 コ02

職員の海外渡航

１
……職
員
の
海
外
渡
航
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５
……研
究
交
流

派  遣  期  間 氏　　名 所　　属 用　務　地 経　　費

派遣理由：壁 画 の 保 存 状 態 ・ 保 全 管 理 に 関 す る 現 地 調 査

29.6.17 ～ 6.23

Alberto Felici フィレンツェ国立修復研究所 カッパドキア

受託（文化
庁　トルコ）

Stefania Franceshini Restauro S.F

トラブゾン・カッ
パドキア

Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni
Fabrizio Bandini

フィレンツェ国立修復研究所
Guido Botticelli

派遣理由：“ W o r k s h o p s   o n   t h e   C o n s e r v a t i o n   o f   J a p a n e s e   A r t   O b j e c t s   o n   P a p e r   a n d   S i l k ”   の 講 師

29.7.4 ～ 7.8 楠京子 The British Museum Department of 
Conservation Eastern Art on Paper and Silk

ベルリン国立博物
館アジア美術館 コ05

派遣理由：ミ ャ ン マ ー  ･ バ ガ ン 寺 院 壁 画 の 保 護 に 係 る 現 地 調 査 
29.7.9 ～ 7.31 Daniele Angellotto フィレンツェ国立修復研究所

バガン考古遺跡群

コ03
29.7.16 ～ 7.31 Denis Zanetti 有限会社メッザドリンジェニェリア

29.7.21 ～ 7.31 Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni 助成金
( 前川：バガ
ン遺跡群 )Maria Letiz Amadori ウルビーノ大学29.7.23 ～ 7.31

派遣理由：壁 画 保 全 状 況 調 査 と 壁 画 保 存 の た め の 研 修 で の 講 義

29.10.26～ 11.3

Fabrizio Bandini
フィレンツェ国立修復研究所

ネヴシェヒル 受託（文化
庁　トルコ）

Guido Botticelli
Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni
Stefania Franceschini Restauro S.F
Alberto Felici フィレンツェ国立修復研究所

29.10.27 ～ 10.31 Cagdas Celik 日本語―トルコ語通訳

派遣理由：各国内に所在する螺鈿ほかの調査

29.10.18 ～ 10.26 小山真由美 ボローニャ大学極東美術研究所 グリップス
ホルム城他 科研費

派遣理由：ミ ャ ン マ ー  ･ バ ガ ン 寺 院 壁 画 の 保 護 に 係 る 現 地 調 査 

30.1.22 ～ 2.13

Daniela Maria Murphy Associazione Bastioni
バガン考古支局、
バガン考古遺跡

助成金
( 前川：バガ
ン遺跡群 )Stefania Franceschini Restauro S.F

Daniele Angellotto フィレンツェ国立修復研究所
コ03

30.2.3 ～ 2.13
Denis Zanetti 有限会社メッザドリンジェニェリア

バガン考古遺跡
Chiara Piani パラッツォ ･ スピネッリ芸術修復学院

平成29年度における国外から国外への派遣申請については下記のとおりである。
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２
　
招
へ
い
研
究
員
等

招へい研究員等

派  遣  期  間 氏　　名 国　　籍 所　　　　属 経　　費

招へい理由：「イラン文化遺産セミナー｣での講演

29.4.1～4.2

Mohammad Hassan 
Talebian

イラン
イラン文化遺産手工芸観光庁　次官

コ02
Seyed Mohammad 
Beheshti イラン文化遺産観光研究所　所長

招へい理由：国際研修「紙の保存と修復」への参加
29.8.26 ～ 9.16 Rocío María Boffo アルゼンチン 国立東洋美術館　館長

コ0529.8.27 ～ 9.16

Barbora Bartyzalová チェコ プラハ国立美術館　保存修復技術者

R. William Bennett III アメリカ スミソニアン協会文書館　
保存修復専門技術者

Anne Rosette Crelencia フィリピン フィリピン国立図書館　司書

Iveta Daugule-Balode ラトビア ラトビア国立図書館　コレクション保存修復
センター長

Jacki Elgar アメリカ ボストン美術館　パメラ アンド ピーター 
ヴォス アジア美術修復室長

Zoitsa Gkinni ギリシャ ギリシャ国立図書館　
本および紙保存修復技術者

Prue Alison Mckay オースト
ラリア

オーストラリア国立公文書館　
上級保存修復技術者

Tsui Wai-shan 中国 香港特別行政区レジャー文化サービス事務署
文物修復事務所　絵画（保存修復）学芸員補佐

29.8.27～9.17 Timna Elper イスラエル イスラエル国立図書館　保存修復部長

招へい理由：西洋武器の専門家による実見調査及び研究会参加のため
29.9.16～9.23 Pierre  Tarjanian アメリカ メトロポリタン美術館武器武具部門長 シ04

招へい理由：国際シンポジウム「東南アジアの歴史的都市のまちづくり」への参加

29.10.5 ～ 10.9

Liang Chow Ming
（Clement） マレーシア ペナン・ヘリテージ・トラスト　評議員

受託（文化庁
コンソーシアム）

Moe Moe Lwin ミャンマー ヤンゴン・ヘリテージ・トラスト　　
所長・副会長

Maw Lin ミャンマー リビングデザインアーキテクツアンドプラン
ナーズ　主席建築士

Nguyen Su ベトナム 元ホイアン市人民委員長〈市長〉

29.10.6 ～ 10.9
Johannes Widodo シンガ

ポール シンガポール国立大学　准教授

Eric Babar Zerrudo フィリピン 聖トマス大学 熱帯の文化財及び自然環境保
護センター　所長

２．招へい研究員等

平成 29年 度における海外からの招へいについては、下記のとおりである。
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派  遣  期  間 氏　　名 国　　籍 所　　　　属 経　　費

招へい理由：セミナー「博物館収蔵品に影響を与える空気汚染と博物館の環境管理」での講演

29.10.29 ～ 11.5
Parastou Naeimi Taraei

イラン
イラン文化遺産観光研究所　研究員

コ02
Maryam Ahmadi イラン国立博物館　研究員

招へい理由：評価セミナー 2017：ワークショップ「漆工芸品の保存と修復」への参加

29.11.6～11.10

Christina Hagelskamp アメリカ メトロポリタン美術館　准修復技術者

コ05
Magdalena Kozar ドイツ ドレスデン陶磁器コレクション　

美術品修復技術者
Delphine Mesmaeker ベルギー 王立美術歴史博物館　保存修復科学助手
Andreas Sampatakos ギリシア アテネ応用科学大学　教職員・講師

招へい理由：著名外国人招へいによる日本美術の発信をテーマとした調査研究事業

29.12.4 ～ 12.10 Kathleen Salomon アメリカ ゲッティ研究所　副所長
受託（文化庁・
著名外国人招
へい）

招へい理由：第12回無形民俗文化財研究協議会での発表・パネルディスカッション参加

29.12.16 ～ 12.19 朴原模 韓国
ユネスコアジア太平洋無形文化遺産国際情
報・ネットワーキングセンター　知識出版
チームおよび電子情報管理チーム長

ム02

招へい理由：東南アジア古代都市・建築研究会」での講演
30.1.17 ～ 1.23 Bob Hudson オーストラリア シドニー大学アジア学部　特任研究員

コ02
30.1.18 ～ 1.26 Jacques Gaucher フランス

（在カンボジア）
フランス極東学院アンコールトム考古調査隊
隊長

招へい理由：二神科研「空間情報データベースによる文化財の災害被害予測の高度化及び防災計画策定への応用」の
研究遂行のための情報交換

30.1.28 ～ 2.2 Camillo Nuti イタリア ローマ第三大学建築学部　構造工学教授 科研費

日　程 来　訪　者 国籍 所　　属　　等 目　　的

29.4.12
H.H Pr ince Sultan B in 
Fahad al-Saud サウジアラビア

サウジアラビア王国王子 表敬訪問、
施設見学

Ali Ibrahim al Ghabban サウジアラビア国家遺産観光庁副長官

29.9.26 Vasant Shinde インド デカン大学学長 施設見学、
講演

⑵　表敬訪問ほか

来訪期間 氏　名 国　籍 所　　　　属 備　　　考

28.7.9～29.8.25 山村みどり アメリカ フォーダム大学 平成 28 年度日本学術振興会外国人研究
者招へい事業外国人特別研究員（推薦）

３．海外研究者等の来訪

⑴　来訪研究員
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４
……主
要
来
訪
者
ほ
か

招へい研究員等

来訪期間 氏　名 国　籍 所　　　　属 備　　　考

28.7.9～29.8.25 山村みどり アメリカ フォーダム大学 平成 28 年度日本学術振興会外国人研究
者招へい事業外国人特別研究員（推薦）

日　程 来訪者及び視察者等 備　　考
29.4.12 サウジアラビア人専門家　6 名 施設見学
29.7.11 京都府議会　12 名 施設見学
29.9.1 ICCROM 国際研修「紙の保存と修復」研修生　10 名　通訳　1 名 研修・施設見学
29.9.13 鮎川村文化財保護審議会　4 名 施設見学
29.9.26 インド　デカン大学　6 名 施設見学
29.9.27 タジキスタン大使館　3 名 施設見学
29.10.30 イラン文化遺産観光研究所　イラン国立博物館　2 名 施設見学
29.11.1 九州大学大学院人文科学研究院　13 名 施設見学
29.11.7 韓国伝統文化大学校　文化財修復技術学科　9 名 施設見学
29.11.20 日中経済文化振興機構　4 名 施設見学
29.11.22 サウジアラビア観光国家遺産委員会　3 名 施設見学
30.2.5 一般社団法人デジタル情報記録管理協会　24 名 施設見学
30.2.5 香蘭女学校中等科高等科　3 名　引率教員　1 名 施設見学
30.2.6 イラン人専門家　4 名　帝京大学文化財研究所　3 名 施設見学
30.2.9 公益財団法人文化財建造物保存技術協会　11 名 施設見学

30.2.21 独立行政法人国立高等専門学校機構　都城工業高等専門学校、
（株）MUSI サイエンス　2 名 施設見学

30.3.2 エジプト博物館　2 名 施設見学
30.3.7 イラン文化遺産・手工芸・観光庁　2 名 施設見学
30.3.14 国立アイヌ民族博物館設立準備室　3 名 施設見学

４．主要来訪者、施設見学

日　程 来　訪　者 国籍 所　　属　　等 目　　的

29.9.27
Hamrokhon Zarifi

タジキスタン
駐日タジキスタン共和国特命全権大使 表敬訪問、

施設見学Aziz Nazarov 駐日タジキスタン共和国大使館２等書記官

29.10.30
Parastou Naeimi Taraei

イラン
イラン文化遺産観光研究所　研究員 表敬訪問、

施設見学Maryam Ahmadi イラン国立博物館　研究員

30.2.6

Naeimi Taraei Parastou

イラン

イラン文化遺産観光研究所　研究員

施設見学

Dadashzadeh Mehrabani 
Maral イラン国立博物館学芸員

Zandivaneshani Esmat イラン国立博物館学芸員
Mardfekr i  Rastekenar i 
Mahnaz イラン国立博物館学芸員

30.3.7
Fereiydoun Allahyari

イラン
文化遺産手工芸観光庁エスファハーン州支部長

表敬訪問、
施設見学Fariba Khatabakhsh エスファハーン州エマーム広場サイトマネー

ジャー


